
(57)【要約】

【課題】レバーを操作するだけで、シート本体をその乗

員位置から中間位置までピボット運動させる。

【解決手段】自動車用シート１はシート本体２と背もた

れ３を有する。シート１は、シート本体２を、その前方

端に近い水平軸線８を中心として９０°ピボット運動さ

せるとともに、背もたれ３を、その下縁部に近い水平軸

線を中心として９０°ピボット運動させることによって

、乗員位置から第１の荷物位置に移行させられる。この

ようにして背もたれ３は、シート本体２が乗員位置にあ

るときに占める空間を占めるようになる。シート本体２

をその水平軸線８を中心としてさらに９０°ピボット運

動させることによって、シート本体２は第１の荷物位置

から第２の荷物位置に移行させられる。シート１は、単

一の取っ手１７を動かすことによって、乗員位置から第

１の荷物位置へ、さらに第１の荷物位置から第２の荷物

位置へ移行させられる。

【選択図】　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
シ ー ト 本 体 が 第 １ の 軸 線 （ ８ ） に 近 い 前 方 端 （ ６ ） と 前 記 第 １ の 軸 線 （ ８ ） か ら 遠 い 後 方
端 （ ７ ） の 間 に ほ ぼ 水 平 に 延 び て い る 乗 員 位 置 と 、 前 記 シ ー ト 本 体 が 前 記 前 方 端 （ ６ ） と
前 記 後 方 端 （ ７ ） の 間 に ほ ぼ 垂 直 に 延 び て い る 中 間 位 置 と 、 前 記 シ ー ト 本 体 が 同 じ く 前 記
前 方 端 （ ６ ） と 前 記 後 方 端 （ ７ ） の 間 に ほ ぼ 水 平 に 延 び て い る が 、 前 記 後 方 端 （ ７ ） が 、
前 記 シ ー ト 本 体 が 前 記 乗 員 位 置 の と き に 位 置 す る 側 と は 反 対 の 前 記 第 １ の 軸 線 （ ８ ） 側 に
位 置 す る 荷 物 位 置 と の 間 を ほ ぼ 水 平 な 第 １ の 軸 線 （ ８ ） を 中 心 と し て ピ ボ ッ ト 運 動 す る よ
う に 取 り 付 け ら れ て い る シ ー ト 本 体 （ ２ ） と 、
背 も た れ が 第 ２ の 軸 線 （ １ ４ ） に 近 い 下 端 （ １ ０ ） と 前 記 第 ２ の 軸 線 （ １ ４ ） か ら 遠 い 上
端 （ １ １ ） の 間 に ほ ぼ 垂 直 に 延 び て い る 直 立 位 置 と 、 背 も た れ が 、 折 り 畳 み 位 置 の と き に
前 記 第 １ の 軸 線 （ ８ ） の 近 傍 に 位 置 す る 上 端 （ １ １ ） と 、 前 記 第 ２ の 軸 線 （ １ ４ ） に 近 い
ま ま の 下 端 （ １ ０ ） と の 間 に ほ ぼ 水 平 に 延 び て い る 折 り 畳 み 位 置 と の 間 を 水 平 な 前 記 第 ２
の 軸 線 （ １ ４ ） を 中 心 と し て ピ ボ ッ ト 運 動 す る よ う に 取 り 付 け ら れ て い る 背 も た れ （ ３ ）
と 、
前 記 シ ー ト 本 体 （ ２ ） の 、 前 記 第 １ の 軸 線 （ ８ ） を 中 心 と す る 、 そ の 乗 員 位 置 、 中 間 位 置
、 お よ び 荷 物 位 置 の 間 の ピ ボ ッ ト 運 動 を 操 作 す る 操 作 手 段 （ １ ８ ） を 有 す る 自 動 車 用 シ ー
ト に お い て 、
前 記 操 作 手 段 （ １ ８ ） は 、
前 記 シ ー ト 本 体 （ ２ ） が 前 記 乗 員 位 置 に あ る こ と に 対 応 す る 第 １ の ロ ッ ク 位 置 と 、 前 記 シ
ー ト 本 体 （ ２ ） が 前 記 中 間 位 置 に あ る こ と に 対 応 す る 第 ２ の ロ ッ ク 位 置 の 間 の 第 １ の ス ト
ロ ー ク に わ た っ て 手 で 動 か せ る レ バ ー （ ２ ０ ） と 、
前 記 レ バ ー （ ２ ０ ） が 前 記 第 １ の ス ト ロ ー ク に わ た っ て 動 か さ れ た と き に 、 前 記 シ ー ト 本
体 （ ２ ） を そ の 乗 員 位 置 か ら そ の 中 間 位 置 に 自 動 的 に 傾 か せ る よ う に な っ て い る 弾 性 弾 性
戻 り 手 段 （ １ ９ ） と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 自 動 車 用 シ ー ト 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 操 作 手 段 （ １ ８ ） が 、 前 記 レ バ ー （ ２ ０ ） に 固 定 さ れ て い る カ ム （ ２ １ ） と 、 前 記 レ
バ ー （ ２ ０ ） が そ の 第 １ の ロ ッ ク 位 置 に あ る と き に 前 記 カ ム （ ２ １ ） と 協 働 し て 前 記 シ ー
ト 本 体 （ ２ ） を そ の 乗 員 位 置 に ロ ッ ク す る よ う に な っ て い る 掛 け 金 （ ２ ２ ） と を さ ら に 有
す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 自 動 車 用 シ ー ト 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 カ ム （ ２ １ ） は 、 前 記 レ バ ー （ ２ ０ ） が そ の 第 １ の ス ト ロ ー ク に わ た っ て 動 か さ れ た
と き に 、 前 記 シ ー ト 本 体 が 前 記 弾 性 戻 り 手 段 （ １ ９ ） の 駆 動 に よ っ て 前 記 第 １ の 軸 線 （ ８
） を 中 心 と し て ピ ボ ッ ト 運 動 で き る よ う に 、 前 記 掛 け 金 （ ２ ２ ） を 動 か し て 前 記 シ ー ト 本
体 （ ２ ） を 解 放 す る よ う に な っ て い る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 自 動 車 用 シ ー ト 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 レ バ ー （ ２ ０ ） は 、 前 記 第 ２ の ロ ッ ク 位 置 と 、 前 記 シ ー ト 本 体 （ ２ ） が 前 記 荷 物 位 置
に あ る こ と に 対 応 す る 第 ３ の ロ ッ ク 位 置 と の 間 の 第 ２ の ス ト ロ ー ク に わ た っ て 手 で 動 か す
こ と が で き 、 前 記 弾 性 戻 り 手 段 （ １ ９ ） は 、 前 記 レ バ ー （ ２ ０ ） が 前 記 第 ２ の ス ト ロ ー ク
に わ た っ て 動 か さ れ た と き に 、 前 記 シ ー ト 本 体 （ ２ ） を そ の 中 間 位 置 か ら そ の 荷 物 位 置 に
自 動 的 に 傾 か せ る よ う に な っ て い る 、 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 自 動 車 用 シ
ー ト 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 操 作 手 段 （ １ ８ ） は 、 前 記 シ ー ト 本 体 （ ２ ） が 前 記 第 １ の 軸 線 （ ８ ） を 中 心 と し て そ
の 中 間 位 置 か ら そ の 荷 物 位 置 ま で ピ ボ ッ ト 運 動 す る こ と を 妨 げ る リ ン ク （ ２ ３ ） を さ ら に
有 す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 自 動 車 用 シ ー ト 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 レ バ ー （ ２ ０ ） は 、 前 記 レ バ ー （ ２ ０ ） が そ の 第 ２ の ス ト ロ ー ク わ た っ て 動 か さ れ た
と き に 前 記 リ ン ク （ ２ ３ ） を 動 か し て 、 前 記 シ ー ト 本 体 （ ２ ） を 前 記 弾 性 戻 り 手 段 （ １ ９
） の 駆 動 に よ り 前 記 第 １ の 軸 線 （ ８ ） を 中 心 と し て そ の 中 間 位 置 か ら そ の 荷 物 位 置 に ピ ボ
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ッ ト 運 動 さ せ る こ と が で き る よ う に 前 記 シ ー ト 本 体 （ ２ ） を 解 放 す る よ う に な っ て い る 、
請 求 項 ５ に 記 載 の 自 動 車 用 シ ー ト 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 操 作 手 段 （ １ ８ ） と 前 記 弾 性 弾 性 戻 り 手 段 （ １ ９ ） が 、 前 記 シ ー ト 本 体 （ ２ ） の そ れ
ぞ れ の 側 、 す な わ ち 前 記 第 １ の 軸 線 （ ８ ） と 平 行 な 横 方 向 に 見 た と き の 両 側 に 位 置 し て い
る 、 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 自 動 車 用 シ ー ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 自 動 車 用 シ ー ト に 関 し 、 特 に ミ ニ バ ン 、 す な わ ち 「 人 員 輸 送 」 （ ｐ ｅ ｏ ｐ ｌ ｅ 　
ｃ ａ ｒ ｒ ｉ ｅ ｒ ） タ イ プ の 自 動 車 の 「 ３ 列 目 」 の タ イ プ の 後 部 ベ ン チ シ ー ト に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
よ り 詳 細 に は 、 本 発 明 は 、
シ ー ト 本 体 が 、 シ ー ト 本 体 が 第 １ の 軸 線 に 近 い 前 方 端 と 第 １ の 軸 線 か ら 遠 い 後 方 端 の 間 に
ほ ぼ 水 平 に 延 び て い る 乗 員 位 置 と 、 シ ー ト 本 体 が 前 方 端 と 後 方 端 の 間 に ほ ぼ 垂 直 に 延 び て
い る 中 間 位 置 と 、 シ ー ト 本 体 が 同 じ く 前 方 端 と 後 方 端 の 間 に ほ ぼ 水 平 に 延 び て い る が 、 後
方 端 が 、 シ ー ト 本 体 が 乗 員 位 置 の と き に 位 置 す る 側 と は 反 対 の 第 １ の 軸 線 側 に 位 置 す る 荷
物 位 置 と の 間 を ほ ぼ 水 平 な 第 １ の 軸 線 を 中 心 と し て ピ ボ ッ ト 運 動 す る よ う に 取 り 付 け ら れ
て い る シ ー ト 本 体 と 、
背 も た れ が 第 ２ の 軸 線 に 近 い 下 端 と 第 ２ の 軸 線 か ら 遠 い 上 端 の 間 に ほ ぼ 垂 直 に 背 も た れ が
延 び て い る 直 立 位 置 と 、 背 も た れ が 、 折 り 畳 み 位 置 の と き に 第 １ の 軸 線 の 近 傍 に 位 置 す る
上 端 と 、 第 ２ の 軸 線 に 近 い ま ま の 下 端 の 間 に ほ ぼ 水 平 に 背 も た れ が 延 び て い る 折 り 畳 み 位
置 と の 間 を 水 平 な 第 ２ の 軸 線 を 中 心 と し て ピ ボ ッ ト 運 動 す る よ う に 取 り 付 け ら れ て い る 背
も た れ と 、
シ ー ト 本 体 の 、 第 １ の 軸 線 を 中 心 と す る 、 そ の 乗 員 位 置 、 中 間 位 置 、 お よ び 荷 物 位 置 の 間
の ピ ボ ッ ト 運 動 を 操 作 す る 操 作 手 段 を 有 す る 自 動 車 用 シ ー ト に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 従 来 の 技 術 】
操 作 手 段 と 背 も た れ を 同 時 に 動 か す こ と に よ っ て シ ー ト 本 体 が そ の 乗 員 位 置 か ら そ の 中 間
位 置 に ピ ボ ッ ト 運 動 さ せ ら れ る こ の 種 の シ ー ト が 既 に 公 知 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ の 種 の シ ー ト は 、 両 手 を 使 う こ と が 要 求 さ れ る と い う 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 特 に こ の 欠 点 を 軽 減 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の た め 、 本 発 明 は 、 前 述 の 特 徴 に 加 え 、 操 作 手 段 が 、
シ ー ト 本 体 が 乗 員 位 置 に あ る こ と に 対 応 す る 第 １ の ロ ッ ク 位 置 と 、 シ ー ト 本 体 が 中 間 位 置
に あ る こ と に 対 応 す る 第 ２ の ロ ッ ク 位 置 の 間 の 第 １ の ス ト ロ ー ク に わ た っ て 手 で 動 か せ る
レ バ ー と 、
レ バ ー が 第 １ の ス ト ロ ー ク に わ た っ て 動 か さ れ た と き に 、 シ ー ト 本 体 を そ の 乗 員 位 置 か ら
そ の 中 間 位 置 に 自 動 的 に 傾 か さ せ る よ う に な っ て い る 弾 性 弾 性 戻 り 手 段 と を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ れ ら の 手 段 に よ っ て 、 レ バ ー を 操 作 す る の に 片 手 で 事 足 り 、 シ ー ト 本 体 は 弾 性 戻 り 手 段
の 駆 動 に よ り 、 そ の 乗 員 位 置 か ら そ の 中 間 位 置 ま で ピ ボ ッ ト 運 動 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 好 適 な 実 施 態 様 は 、 下 記 の 付 加 的 な １ つ ま た は ２ つ 以 上 の 措 置 を 任 意 に 使 用 で き
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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操 作 手 段 は 、 レ バ ー に 固 定 さ れ て い る カ ム と 、 レ バ ー が そ の 第 １ の ロ ッ ク 位 置 に あ る と き
に カ ム と 協 働 し て 、 シ ー ト 本 体 を そ の 乗 員 位 置 に ロ ッ ク す る よ う に な っ て い る 掛 け 金 と を
さ ら に 有 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
カ ム は 、 レ バ ー が そ の 第 １ の ス ト ロ ー ク に わ た っ て 動 か さ れ た と き に 、 シ ー ト 本 体 が 弾 性
戻 り 手 段 の 駆 動 に よ っ て 第 １ の 軸 線 を 中 心 と し て ピ ボ ッ ト 運 動 で き る よ う に 、 掛 け 金 を 動
か し て シ ー ト 本 体 を 解 放 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
レ バ ー は 、 第 ２ の ロ ッ ク 位 置 と 、 シ ー ト 本 体 が 荷 物 位 置 に あ る こ と に 対 応 す る 第 ３ の ロ ッ
ク 位 置 と の 間 の 第 ２ の ス ト ロ ー ク に わ た っ て 手 で 動 か す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
弾 性 戻 り 手 段 は 、 レ バ ー が 第 ２ の ス ト ロ ー ク に わ た っ て 動 か さ れ た と き に 、 シ ー ト 本 体 を
そ の 中 間 位 置 か ら そ の 荷 物 位 置 へ 自 動 的 に 傾 か さ せ る よ う に な っ て お り 、 し た が っ て 、 シ
ー ト 本 体 は 、 そ の 乗 員 位 置 、 中 間 位 置 、 お よ び 荷 物 位 置 の 間 を 単 一 の 操 作 手 段 、 す な わ ち
レ バ ー に よ っ て ピ ボ ッ ト 運 動 さ せ ら れ 、 そ れ に よ っ て 、 乗 員 位 置 か ら 中 間 位 置 へ の ピ ボ ッ
ト 運 動 と 中 間 位 置 か ら 荷 物 位 置 へ の ピ ボ ッ ト 運 動 が 別 個 の ２ つ の 操 作 部 材 に よ っ て 行 わ れ
る 従 来 技 術 の シ ー ト が 受 け る 、 操 作 部 材 を 動 か す べ き 正 し い 順 序 が 守 ら れ な か っ た と き の
異 常 の お そ れ を 回 避 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
操 作 手 段 は 、 シ ー ト 本 体 が 第 １ の 軸 線 を 中 心 と し て そ の 中 間 位 置 か ら そ の 荷 物 位 置 ま で ピ
ボ ッ ト 運 動 す る こ と を 妨 げ る リ ン ク を さ ら に 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
レ バ ー は 、 レ バ ー が 第 ２ の ス ト ロ ー ク わ た っ て 動 か さ れ た と き に リ ン ク を 動 か し て 、 シ ー
ト 本 体 を 弾 性 戻 り 手 段 の 駆 動 に よ り 第 １ の 軸 線 を 中 心 と し て そ の 中 間 位 置 か ら そ の 荷 物 位
置 に ピ ボ ッ ト 運 動 さ せ る こ と が で き る よ う に シ ー ト 本 体 を 解 放 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
操 作 手 段 と 弾 性 弾 性 戻 り 手 段 は 、 シ ー ト 本 体 の そ れ ぞ れ の 側 、 す な わ ち 第 １ の 軸 線 と 平 行
な 横 方 向 に 見 た と き の 両 側 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 他 の 特 徴 、 目 的 、 お よ び 利 点 は 、 以 下 の 発 明 の 実 施 の 形 態 の 説 明 を 読 む こ と に よ
り 明 ら か に な る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ７ 】
種 々 の 図 面 中 、 全 く 同 じ ま た は 同 様 の 構 成 要 素 を 示 す た め に 同 様 の 参 照 符 号 が 使 用 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 の 実 施 形 態 を 、 非 限 定 的 な 例 と し て 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の 実 施 形 態 で は 、 本 発 明 の シ ー ト は ミ ニ バ ン 、 す な わ ち 「 人 員 輸 送 」 タ イ プ の 自 動 車 の
「 ３ 列 目 」 の タ イ プ の 後 部 ベ ン チ シ ー ト で あ る 。 図 １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 こ の シ ー ト
１ は シ ー ト 本 体 ２ と 背 も た れ ３ を 有 す る 。 図 １ に 示 さ れ て い る 配 置 で は 、 シ ー ト １ に 座 っ
て い る ユ ー ザ は 、 シ ー ト １ が 配 置 さ れ て い る 自 動 車 の 前 方 方 向 Ｘ に 前 を 向 い て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 １ で は 、 シ ー ト １ は 乗 員 位 置 で 示 さ れ て い る 。 こ の 位 置 で は 、 シ ー ト 本 体 ２ は 、 水 平 な
Ｘ Ｙ 平 面 内 を ほ ぼ 延 び て い る 。 シ ー ト 本 体 ２ は 、 シ ー ト １ の ユ ー ザ が 座 る こ と が で き る 上
面 ４ を 有 し て い る 。 シ ー ト 本 体 ２ は 上 面 ４ と 反 対 側 に あ り 、 シ ー ト 本 体 ２ が 荷 物 位 置 （ 図
４ 参 照 ） に あ る と き に 荷 物 を 乗 せ る の に 適 し た パ ネ ル が 設 け ら れ た 下 面 ５ も 有 し て い る 。
シ ー ト 本 体 ２ は 、 前 方 端 ６ と 後 方 端 ７ の 間 に 延 び て い る 。 前 方 端 ６ は 、 第 １ の ロ ッ ド の 縦
軸 線 で あ る 第 １ の 軸 線 ８ の 近 傍 に あ り 、 シ ー ト 本 体 ２ は 第 １ の 軸 線 ８ を 中 心 と し て の ピ ボ
ッ ト 運 動 で き る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
第 １ の 軸 線 ８ を 有 す る ロ ッ ド は 縦 方 向 に 、 か つ 水 平 方 向 Ｙ と ほ ぼ 平 行 に 延 び て い る 。 ロ ッ
ド の 縦 方 向 の 両 端 は シ ー ト 本 体 ２ の 両 脚 部 ９ ａ 、 ９ ｂ に １ つ ず つ 支 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
シ ー ト １ が 乗 員 位 置 に あ る と き 、 背 も た れ ３ は 直 立 位 置 で は 、 下 縁 端 １ ０ と 上 縁 端 １ １ の
間 を Ｙ Ｚ 平 面 に ほ ぼ 垂 直 に 延 び て い る 。 背 も た れ ３ は 、 シ ー ト １ が 乗 員 位 置 に あ る と き に
ユ ー ザ が も た れ る こ と が で き る 前 面 １ ２ と 、 背 も た れ ３ が 折 り 畳 み 位 置 （ 図 ３ お よ び 図 ４
参 照 ） に あ る と き に 荷 物 を の せ る の に 適 し た プ レ ー ト が 設 け ら れ た 後 面 １ ３ を 有 し て い る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
背 も た れ ３ は 第 ２ の ロ ッ ド の 縦 軸 線 で あ り 、 水 平 方 向 Ｙ と ほ ぼ 平 行 な 第 ２ の 軸 線 １ ４ （ 図
２ 参 照 ） を 中 心 と し て ピ ボ ッ ト 運 動 す る 。 第 ２ の 軸 線 １ ４ を 有 す る ロ ッ ド は 、 背 も た れ ３
の チ ー ク プ レ ー ト １ ５ を 介 し て 背 も た れ ３ の 両 脚 部 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ に 支 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
シ ー ト 本 体 ２ は シ ー ト 本 体 ２ の 脚 部 ９ ａ で 支 持 さ れ て い る 取 っ 手 １ ７ を 動 か す こ と に よ っ
て 、 第 １ の 軸 線 ８ の ま わ り を ピ ボ ッ ト 運 動 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 中 間 位 置 で は シ ー ト 本 体 ２ は 、 ほ ぼ 垂 直 に 前 方 端 ６ と 後 方 端 ７ の
間 を 延 び て い る 。 シ ー ト 本 体 ２ は 、 第 １ の 軸 線 ８ を 中 心 と し て 乗 員 位 置 （ 図 １ ） か ら 中 間
位 置 （ 図 ２ ） ま で ９ ０ ° ピ ボ ッ ト 運 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
乗 員 位 置 か ら 中 間 位 置 に 移 行 す る こ と に よ っ て 、 シ ー ト 本 体 ２ は 、 シ ー ト 本 体 ２ の 両 脚 部
９ ａ 、 ９ ｂ と 背 も た れ ３ の 両 脚 部 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ の 間 に あ っ て 、 か つ 背 も た れ ３ が 第 ２ の
軸 線 １ ４ を 中 心 と し て そ の 直 立 位 置 （ 図 １ ） か ら 折 り 畳 み 位 置 （ 図 ３ ） ま で ９ ０ ° ピ ボ ッ
ト 運 動 す る こ と に よ っ て 到 達 で き る 空 間 を 空 け る 。 折 り 畳 み 位 置 で は 、 背 も た れ ３ の 上 縁
端 １ １ は 第 １ の 軸 線 ８ の 近 傍 に あ る が 、 下 縁 端 １ ０ は 第 ２ の 軸 線 １ ４ を 有 す る ロ ッ ド に 蝶
番 式 に 取 り 付 け ら れ た ま ま で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
シ ー ト 本 体 ２ が 中 間 位 置 に あ り 背 も た れ ３ が 折 り 畳 み 位 置 に あ る 、 シ ー ト １ の こ の 配 置 は
、 一 般 に 「 積 荷 （ ｃ ａ ｒ ｇ ｏ ） 」 配 置 と 呼 ば れ て い る 。 積 荷 配 置 で は 、 荷 物 を 、 シ ー ト １
が 位 置 す る 自 動 車 の 後 部 に 、 背 も た れ ３ の 後 面 １ ３ に 載 せ る よ う に 入 れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
よ り 多 く の 積 載 容 量 を 得 る た め に 、 シ ー ト 本 体 ２ を 中 間 位 置 （ 図 ２ お よ び ３ ） か ら 図 ４ に
示 さ れ た 荷 物 位 置 に 下 げ る こ と も で き る 。 「 全 積 荷 （ ｆ ｕ ｌ ｌ 　 ｃ ａ ｒ ｇ ｏ ） 」 配 置 と 呼
ぶ こ の 配 置 で は 、 シ ー ト 本 体 ２ は 第 １ の 軸 線 ８ を 中 心 と し て 乗 員 位 置 に 対 し て １ ８ ０ ° ピ
ボ ッ ト 運 動 さ せ ら れ て い る 。 後 方 端 ７ は こ の と き 、 シ ー ト 本 体 ２ が 乗 員 位 置 （ 図 １ ） を 占
め て い る と き に 後 方 端 ７ が 位 置 す る 側 と 反 対 の 、 第 １ の 軸 線 ８ の 側 に あ る 。 シ ー ト １ が こ
の 配 置 に あ る と き 、 下 面 ５ と 後 面 １ ３ の 両 方 に 荷 物 を 置 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ の 軸 線 ８ を 有 す る ロ ッ ド は そ の 縦 軸 線 （ す な わ ち 、 前 記 第 １
の 軸 線 ） を 中 心 と し て 、 第 １ に 、 操 作 手 段 １ ８ に よ っ て 、 第 ２ に 、 弾 性 弾 性 戻 り 手 段 １ ９
に よ っ て 回 転 す る 。 例 え ば 、 弾 性 戻 り 手 段 １ ９ は 、 第 １ の 軸 線 ８ を 有 す る ロ ッ ド を そ の 縦
軸 線 （ す な わ ち 、 前 記 第 １ の 軸 線 ） を 中 心 と し て 図 ５ の 時 計 回 り 方 向 に 回 転 す る よ う に 推
進 す る 駆 動 力 を 与 え る の に 適 し た 渦 巻 ば ね で 構 成 さ れ て い て も よ い 。 操 作 手 段 １ ８ と 弾 性
戻 り 手 段 １ ９ は 、 シ ー ト 本 体 ２ の 片 側 に 、 Ｙ 方 向 に 平 行 な そ の 範 囲 内 内 に あ る と 考 え ら れ
る よ う に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
操 作 手 段 １ ８ を 図 ６ 、 ７ 、 お よ び ８ を 参 照 し な が ら 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
操 作 手 段 １ ８ は 、 取 っ 手 １ ７ に よ っ て 手 で 動 か せ る レ バ ー ２ ０ と 、 レ バ ー ２ ０ に 固 定 さ れ
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て い る カ ム ２ １ と 、 カ ム ２ １ と 協 働 す る の に 適 し た 掛 け 金 ２ ２ と 、 リ ン ク ２ ３ と 、 第 １ お
よ び 第 ２ の ば ね ２ ４ 、 ２ ５ と 、 ホ イ ー ル ２ ６ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
シ ー ト 本 体 ２ は 、 第 １ の 軸 線 ８ を 有 す る ロ ッ ド と 一 緒 に 回 転 さ せ ら れ る チ ー ク プ レ ー ト ２
７ を 介 し て 、 シ ー ト 本 体 ２ の 両 脚 部 ９ ａ 、 ９ ｂ の 上 に 載 っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
乗 員 位 置 の と き 、 ホ イ ー ル ２ ６ は 、 外 周 に あ る 歯 ２ ８ が 掛 け 金 ２ ２ の 相 補 型 の 歯 と 相 互 作
用 す る こ と に よ っ て 、 第 １ の 軸 線 ８ の ま わ り を 回 転 し な い よ う に ロ ッ ク さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
第 １ の ば ね ２ ４ は 、 レ バ ー ２ ０ を 反 時 計 回 り 方 向 に 戻 す 。 第 ２ の ば ね ２ ５ は 、 リ ン ク ２ ３
を ホ イ ー ル ２ ６ と 接 触 し た ま ま に し よ う と す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 ６ に お い て 、 操 作 手 段 １ ８ は 第 １ の ロ ッ ク 位 置 に あ る 。 取 っ 手 １ ７ が （ 第 １ の ば ね ２ ４
に 抗 し て 力 を 加 え る こ と に よ っ て ） 矢 印 Ｆ で 示 さ れ る 方 向 に 起 こ さ れ る と 、 レ バ ー ２ ０ が
水 平 軸 線 Ｙ と ほ ぼ 平 行 な 軸 線 Ａ を 中 心 と し て 時 計 回 り 方 向 に 第 １ の ス ト ロ ー ク （ 例 え ば 、
１ ６ ｍ ｍ ） に わ た っ て 時 計 回 り 方 向 に 回 転 す る 。 こ の よ う に 回 転 す る こ と に よ っ て 、 レ バ
ー ２ ０ は カ ム ２ １ を 駆 動 す る 。 こ の あ と 、 カ ム ２ １ は 掛 け 金 ２ ２ と 協 働 し て 、 や は り Ｙ 軸
線 と ほ ぼ 平 行 な 軸 線 Ｂ を 中 心 と し て 掛 け 金 ２ ２ を 反 時 計 回 り 方 向 に 回 転 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
掛 け 金 ２ ２ が こ の よ う に 回 転 す る と 、 掛 け 金 ２ ２ の 歯 ２ ８ が ホ イ ー ル ２ ６ の 歯 か ら 外 れ る
。 し た が っ て 、 第 １ の 軸 線 ８ を 有 す る ロ ッ ド が 弾 性 戻 り 手 段 １ ９ の 駆 動 に よ り 回 転 す る の
を 妨 げ る も の は 、 も は や 何 も な く な る 。 し か し な が ら 、 レ バ ー ２ ０ が 、 掛 け 金 ２ ２ だ け を
駆 動 す る よ う に な っ て い る 第 １ の ス ト ロ ー ク の み に わ た っ て 動 か さ れ た 場 合 、 第 ２ の ば ね
２ ５ に よ っ て ホ イ ー ル ２ ６ に 弾 性 的 に 戻 さ れ て い る リ ン ク ２ ３ が ホ イ ー ル ２ ６ の 切 欠 き ２
９ に 入 り 込 み 、 そ れ に よ っ て 、 ホ イ ー ル ２ ６ が 弾 性 戻 り 手 段 １ ９ に よ っ て 加 え ら れ る 力 に
逆 ら っ て 回 転 す る の を 妨 げ る よ う に ホ イ ー ル ２ ６ を ロ ッ ク す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
操 作 手 段 １ ８ は 次 に 、 そ れ 自 体 シ ー ト 本 体 ２ の 中 間 位 置 に 対 応 す る 図 ７ に 示 さ れ た 配 置 に
対 応 す る 第 ２ の ロ ッ ク 位 置 と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
取 っ 手 １ ７ が 解 放 さ れ る と 、 第 １ の ば ね ２ ４ が レ バ ー ２ ０ を 反 時 計 回 り 方 向 に 戻 す 。 カ ム
２ １ は 掛 け 金 ２ ２ を ホ イ ー ル ２ ６ に 押 し 付 け る 。 掛 け 金 ２ ２ の 歯 は 次 に 、 歯 ２ ８ に 対 し て
軸 線 ８ を 中 心 と し て 約 ９ ０ ° の 角 度 ず れ て い る ホ イ ー ル ２ ６ の 歯 ３ ０ と 噛 み 合 う 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
し た が っ て 、 シ ー ト 本 体 ２ が 、 中 間 位 置 に お け る 第 １ の 軸 線 ８ を 中 心 と し て 回 転 す る の が
妨 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
シ ー ト 本 体 ２ を そ の 中 間 位 置 か ら そ の 乗 員 位 置 に 戻 す に は 、 前 述 の よ う に 取 っ 手 １ ７ を 動
か し 、 シ ー ト 本 体 ２ が 乗 員 位 置 （ 図 １ ） に 戻 る ま で 第 １ の 軸 線 ８ を 中 心 と し て 時 計 回 り 方
向 に シ ー ト 本 体 ２ に 手 で 力 を 加 え る だ け で よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
図 １ に 示 さ れ る 配 置 か ら 始 ま っ て 、 （ 第 １ の ば ね ２ ４ に 対 し て だ け で な く 、 第 ２ の ば ね ２
５ に 対 し て も ） 付 加 的 な 力 を 加 え る こ と に よ っ て 取 っ 手 １ ７ が 再 び Ｆ 方 向 に 動 か さ れ る と
、 レ バ ー ２ ０ は 再 び 時 計 回 り 方 向 に 第 ２ の ス ト ロ ー ク に わ た っ て 回 転 す る 。 レ バ ー ２ ０ が
第 ２ の ス ト ロ ー ク わ た っ て 回 転 す る と 、 レ バ ー ２ ０ は リ ン ク ２ ３ を 反 時 計 回 り 方 向 に 回 転
さ せ る 。 す る と 、 リ ン ク ２ ３ が 切 欠 き ２ ９ か ら 外 れ る 。 リ ン ク ２ ３ も 、 カ ム ２ １ に よ っ て
駆 動 さ れ た ま ま の 状 態 に あ る 掛 け 金 ２ ２ も 、 ホ イ ー ル ２ ６ が 弾 性 戻 り 手 段 １ ９ の 駆 動 に よ
っ て 第 １ の 軸 線 ８ を 中 心 と し て 反 時 計 回 り 方 向 に 回 転 す る の を 妨 げ る よ う に は 作 用 し な い
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
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取 っ 手 １ ７ が 解 放 さ れ 、 操 作 手 段 １ ８ が 第 ３ の ロ ッ ク 位 置 と な る 。 シ ー ト 本 体 ２ は 、 自 動
車 の 床 に 隣 接 し た 状 態 の 荷 物 位 置 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
取 っ 手 １ ７ ま た は 操 作 手 段 １ ８ を 操 作 す る こ と な く 、 弾 性 戻 り 手 段 １ ９ の 力 に 抗 し て シ ー
ト 本 体 ２ を 起 こ す だ け で 、 シ ー ト 本 体 ２ を そ の 荷 物 位 置 か ら そ の 中 間 位 置 に 動 か す こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
背 も た れ ３ は 、 そ の 直 立 位 置 （ 図 ２ ） か ら そ の 折 り 畳 み 位 置 （ 図 ３ お よ び ４ ） ま で 、 当 業
者 に 周 知 の 方 法 で ピ ボ ッ ト 運 動 さ せ ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 乗 員 位 置 に あ る 本 発 明 の シ ー ト の 一 例 の 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 シ ー ト 本 体 が 中 間 位 置 に あ る 、 図 １ の シ ー ト の 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 シ ー ト 本 体 が 中 間 位 置 に あ り 、 背 も た れ が 折 り 畳 み 位 置 に あ る 、 一 般 に 「 積 荷 」
配 置 と 呼 ば れ る シ ー ト 配 置 の 、 図 １ お よ び ２ に 示 さ れ て い る シ ー ト の 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 シ ー ト 本 体 が 荷 物 位 置 に あ り 、 背 も た れ が 折 り 畳 み 位 置 に あ る 、 一 般 に 「 総 積 荷
」 配 置 と 呼 ば れ る シ ー ト 配 置 の 、 図 １ 、 ２ 、 お よ び ３ に 示 さ れ て い る シ ー ト の 概 略 斜 視 図
で あ る 。
【 図 ５ 】 シ ー ト 本 体 を ピ ボ ッ ト 運 動 さ せ る 機 構 の 構 成 要 素 を 示 す 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 シ ー ト 本 体 が 乗 員 位 置 に あ る こ と に 対 応 し た 配 置 の 、 シ ー ト 本 体 の ピ ボ ッ ト 運 動
を 操 作 す る 操 作 手 段 の 概 略 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 シ ー ト 本 体 が 中 間 位 置 に あ る と き の 、 シ ー ト 本 体 の ピ ボ ッ ト 運 動 を 操 作 す る 操 作
手 段 を 示 す 、 図 ６ の 図 と 同 様 の 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 シ ー ト 本 体 が 荷 物 位 置 に あ る と き の 、 シ ー ト 本 体 の ピ ボ ッ ト 運 動 を 操 作 す る 操 作
機 構 を 示 す 、 図 ６ お よ び ７ の 図 と 同 様 の 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 シ ー ト
２ 　 　 シ ー ト 本 体
３ 　 　 背 も た れ
４ 　 　 シ ー ト 本 体 の 上 面
５ 　 　 シ ー ト 本 体 の 下 面
６ 　 　 シ ー ト 本 体 の 前 方 端
７ 　 　 シ ー ト 本 体 の 後 方 端
８ 　 　 第 １ の 軸 線
９ ａ 、 ９ ｂ 　 　 シ ー ト 本 体 の 脚 部
１ ０ 　 　 背 も た れ の 下 端
１ １ 　 　 背 も た れ の 上 端
１ ２ 　 　 背 も た れ の 前 面
１ ３ 　 　 背 も た れ の 後 面
１ ４ 　 　 第 ２ の 軸 線
１ ５ 　 　 チ ー ク プ レ ー ト
１ ６ 　 　 背 も た れ の 脚 部
１ ７ 　 　 取 っ 手
１ ８ 　 　 操 作 手 段
１ ９ 　 　 弾 性 弾 性 戻 り 手 段
２ ０ 　 　 レ バ ー
２ １ 　 　 カ ム
２ ２ 　 　 掛 け 金
２ ３ 　 　 リ ン ク
２ ４ 　 　 第 １ の ば ね
２ ５ 　 　 第 ２ の ば ね
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２ ６ 　 　 ホ イ ー ル
２ ７ 　 　 チ ー ク プ レ ー ト
２ ８ 　 　 ホ イ ー ル の 歯
２ ９ 　 　 切 欠 き
３ ０ 　 　 ホ イ ー ル の 歯
Ｘ 　 　 自 動 車 の 前 方 方 向
Ｙ 　 　 水 平 方 向

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

(9) JP 2004-34956 A 2004.2.5


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

